
塗り方

このような症状に注意してください

●1日、1回、洗顔後の清潔な肌に塗ります。
●洗顔後は、しっかりと水分を拭きとってください。
●ニキビのできやすいところ全体に、まんべんなく薄く
塗り広げてください。
●顔全体に塗る場合は、人差し指の先から第一関節まで
の長さ（約0.5g）が適切な量です。

●塗り終わったら、手を綺麗に洗ってください。
（約０．５ｇ）

●使用開始1ヵ月以内にみられることが多い症状です。初めてご使用になるときは、
特に注意してください。
●他の塗り薬と一緒に塗ると皮膚症状がひどくなる場合があります。医師・薬剤師
の指示に従って使用してください。

全身性の過敏反応（発疹や発熱など）が生じたときや、塗ったところの皮膚が真っ赤
になる、腫れるなど副作用の症状が強くみられるときはベピオゲルの使用をやめて
できるだけ早く受診してください。
症状の程度によっては、休薬や症状に対する治療などの処置を行うことがあります。

＊使い方や使う量は医師の指示に従ってください。

ベピオ®ゲル2.5％を
お使いのみなさまへ

次のような皮膚症状があらわれることがあります。

●鱗屑 ・ 落屑（皮膚に粉がふく、うすくはがれる）
●刺激感（ヒリヒリ感）
●紅斑（皮膚が赤くなる）
●乾燥

りん  せつ

こう   はん

らく   せつ

このお薬は、炎症を起こした赤ニキビと、炎症を起こしていない白ニキビや
黒ニキビの両方を治療します。医師や薬剤師の指示に従ってお使いください。
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ベピオ®ゲル2.5％をお使いのみなさまへ

適切に使用していただくための注意点

次のような方はお使いにならないでください。
ベピオゲルの成分に対し過敏症※を
起こしたことがある方
※全身性の発疹や発熱、塗布部位のアレルギー性反応

眼、眼のまわり、口唇、その他の粘膜や傷口には
使用しないでください。
これらの部位にベピオゲルが付いたときは、
すぐに水で洗い流してください。

ベピオゲルには漂白作用があるので、
髪、衣料などに付着しないように注意してください。

ベピオゲル使用中に外出するときは、
帽子をかぶるなどして、
ベピオゲルを塗った部位を
強い日光に長時間あてないでください。
また、日焼けランプの使用、
紫外線療法は避けてください。

ベピオゲルは、凍結を避け、
涼しいところ（25℃以下）で保存してください。

その他、わからないこと、気になることがあれば、医師・薬剤師にご相談ください。


